
正規生用 （これから入学する方） 

在留期間更新・資格変更申請必要書類リスト 

 

 

 

 

 
 

基本の書類 

 

在留期間延長の申請書は二部に分かれており、 

「申請人等作成用」は自分で、「所属機関等作成用」は大学が作成します。 
 

１． 申請用紙（申請人等作成用）  

更新の方は「在留期間更新許可申請書 申請人等作成用 1，2，3」を、 

資格変更の方は「在留資格変更許可申請書 申請人等作成用 1，2，3」使用してください。 

 
 

２． 申請用紙(所属機関等作成用) 

学生交流課で作成します。申請方法は「基本の書類２を筑波大学に請求する方法」をご確認ください。 

 
 

 

３． 経費支弁能力証明書類 

自分の生活費等の出入りがわかるものを提出してください。１つの資料では全部のお金の流れが証明で

きない場合は、必要に応じて複数用意してください。日本語・英語以外の言語で書かれている場合は、

日本語・英語の翻訳をつけてください。翻訳は自分で行って構いません。 

例） 

・通帳記録（過去 1 年分の記録、通帳の表紙、内側の口座番号の書かれたページのコピーを用意） 

・銀行の発行する送金証明書（送金を受け取っている銀行に依頼） 

・入国時に現金で持ち込んでいて記録がない場合は、その旨を説明した理由書を用意してください。 

・母国の銀行のカードを使ってコンビニなどの ATM で引き出している場合は、明細を保管している場合は、A4

の紙に貼って提出してください。明細をなくしてしまった場合は、その旨を説明した理由書を用意してください。 

 

４． 4000 円の収入印紙 

受け取り時に必要です。郵便局やコンビニ、入管で買うことができます。台紙に貼って、提出してください。 

 

５． パスポート  

申請時に有効なパスポート原本の提示が必要です。 

 

６． 在留カード 

原本の提示が必要です。住所が現住所になっていることを確認してください。 

 

以下のリストに基づき必要書類を揃えて、学生本人が居住地の管轄の地方出入国在留管理局（以下、「入管」

という）に申請します。受け取りも同じ入管になりますので、引っ越しをする方はご注意ください。 

 

基本の書類は全員が用意します。 

以下の A またはＢに該当する場合は、その他の書類の各項目も追加で必要です。 
 

 
 

■ 在留期間更新の場合 → 基本の書類 ＋ A を参照 

■ 在留資格変更の場合 → 基本の書類 ＋B を参照 



７． 入学予定者証明書 

-大学院に合格した場合は、下記へ連絡し発行を依頼してください。発行には数日かかります。 

教育推進部入試課大学院入試担当 
場所：筑波大学本部棟 2 階  
電話：029-853-2231 
Email: dai.daigakuinka@un.tsukuba.ac.jp 

 

-学群に合格した場合は、「7.入学予定者証明書」は不要です。 

 

８． 合格通知書の写し 

入学手続き書類に同封 

（必要リスト２の「所属機関等作成用書類交付願」を申請する際にもコピーの提出が必要です。） 

 

 

 

 

その他の書類 

A．在留期間更新の場合                                                         

筑波大学に入学する直前に所属していた日本国内の日本語学校や大学から、以下の書類を取り寄せ、用意

してください。 

 

9. 修了証明書 

   

10.成績証明書  

（以前が研究生だった場合は、その時の指導教員に指導教員意見書を記入してもらってください。 

用紙は、HP 内のフォーマットを利用するか、学生交流課（1A 棟 101）にもあります。) 

   

11.出席率証明書 (日本語学校の場合のみ) 

 

 

 

B. 在留資格変更の場合                                                          

今持っている在留資格が就労の資格や文化活動等の場合は、以前の職場や所属先から以下の書類を取り

寄せ、入管へ提出してください。 

 

12. 現在持っている在留資格の活動が終わったことを示す書類 (証明書、雇用期間を示す契約書等) 
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